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☆全国の動き 

 １ 第 4７回（平成３０年度）全国豆類経営改善共励会の募集開始について 

 

☆東北管内の動き 

 １ 「東北大豆セミナーin ふくしま」の開催概要 

  （１）室内検討会 

① 第１３回東北大豆ピカイチ大賞表彰式 

② 優良取組事例 

◆南沼原営農団地組合（山形県山形市） 

③ 情報提供 

◆「国産大豆に望むこと」 

武陽食品株式会社東北第二営業所 課長 國分康範氏 

◆「大豆の収量安定・多収化に向けて～阻害要因とその対策～」 

国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構 

生物系特定産業技術研究支援センター 

新技術開発部 研究リーダー 持田秀之氏 

  （２）現地調査 

   ① 大豆生産を核とした飯崎地区の営農再開について 

     飯崎生産組合（南相馬市小高区） 

   ② 稲・麦・大豆の２年３作体系の取組 

     有限会社高ライスセンター（南相馬市原町区） 
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参加申込み期限 平成３０年１２月１４日（金）

◆ 応募区分：「大豆家族経営の部」「大豆 集団の部」

◆ 参加資格：次の要件をすべて満たす経営体又は集団であること。

①原則として過去３カ年以上、豆類を作付けした実績があること。

②作付面積が「大豆家族経営の部」１ha以上

「大豆集団の部」３ha以上

③原則として過去１ｶ年以内にピカイチ大賞の表彰を受けていないこと。

◆ 東北大豆ピカイチ大賞の選考

東北ブロック豆類経営改善共励会審査会で選考を行い、

最も優秀な経営体・集団に「東北地域大豆振興協議会長賞」を、

優秀な経営体・集団に「東北ブロック豆類経営改善共励会事務局長賞」を授与します。

◆ 全国豆類経営改善共励会への推薦

東北ブロック豆類経営改善共励会審査会において「東北地域大豆振興協議会長賞」

を受賞した経営体・集団を、全国豆類経営改善共励会へ推薦します。

◆ JA青森中央会農業支援部

℡０１７－７２９－８７６２

◆岩手県農林水産部農産園芸課

℡０１９－６２９－５７１０

◆ JAみやぎ米穀部集荷推進課

℡０２２－２６４－８３７０

◆ JA秋田中央会営農農政部

℡０１８－８６４－２１２１

◆ JA山形中央会地域・担い手サポートセンター

℡０２３－６３４－８１１４

◆ JA福島中央会農業対策部農業振興課

℡０２４－５５４－３０７２

参加申込み・お問い合わせ先
（各県豆類経営改善共励会事務局）

平成２９年度全国豆類経営改善共励会表彰式

参加申込書は、裏面です！

ピカイチ大賞窓口：東北農政局生産部生産振興課豆類振興係
ＴＥＬ０２２－２６３－１１１１（内線４１１２）

日頃より技術改善に努めている大豆生産者の皆様
ご自身の活動成果にご褒美を贈ってみませんか！

☆ 全国の動き



 
（別紙様式１） 

 第 47 回（平成 30 年度）全国豆類経営改善共励会 

参 加 申 込 書 

 

                                                         平成  年  月  日 

 

 

       県共励会事務局長 殿 

 

 

                  （ふりがな） 

                                     氏  名                 印 

 

                                           （集団の場合は集団名および代表者名） 

 

          下記のとおり平成 30 年度全国豆類経営改善共励会の趣旨に同意し、 

 

                                 の部に参加を申し込みます。 

       ─────────────────  

 

 

記 

 

     １．出品豆類名      

───────────────   

     ２．出品圃場所在地 

───────────────   

     ３．出品豆類作付面積                           アール 

                                    ───────────────   

     ４．出品者の住所 

───────────────   

     ５．構成農家数（集団の場合）                             戸 

───────────────   

                                                                                 



＝審査講評＝ 

大豆集団の部：南沼原営農団地組合（山形県山形市） 

  南沼原営農団地組合は平成 17 年に５ha のソバの 

転作組合として組織されました。その後地域の生産調整 

の担い手として面積を拡大し、22 年から収益性の高い 

大豆を導入、受賞年の 29 年度は全ほ場の 31ha に大豆 

「里のほほえみ」を作付されております。 

昨年度の実績において、単収は 237kg/10a と 

山形県の平均単収 142kg/10a を大きく上回っており、上位等級比率も約９割

に上り、高品質・多収を達成しています。その背景といたしましては、土づくり

に重点を置き、追肥技術による品質向上、確実な排水対策を実施している点など

が挙げられます。加えて、新規就農者などの若手組合員の確保に努めるとともに、

その若手を積極的に役員に登用し経営に参画できる体制をとるなど、組織の発展

性が見込まれることを高く評価いたしました。 

☆東北管内の動き 

 

１ 「東北大豆セミナーin ふくしま」の開催概要 

  平成３０年８月２４日（金）に福島県南相馬市において「東北大豆セミナーin ふくし

ま」を開催しました。福島県内外から大豆生産者をはじめ、ＪＡ関係者、普及組織、行

政機関など約１３０名が参加しました。 

 

（１）室内検討会 

① 第 1３回東北大豆ピカイチ大賞表彰式 

  東北ブロック豆類経営改善共励会審査委員長 

である東北農業研究センター菊池審査委員長の

審査講評の後、東北農政局真鍋生産部長から 

東北地域大豆振興協議会長賞に選ばれた、 

南沼原営農団地組合 朝倉組合長へ表彰状が授

与されました。また、受賞者から優良取組事例 

の発表が行われました。 

 

＜写真：右側が南沼原営農団地組合朝倉組合長＞ 

 

＜写真：菊池審査委員長＞ 



②優良取組事例紹介 

◆南沼原営農団地組合 組合長 朝倉克昭氏（山形県山形市） 

 

 

  

当組合は、山形県山形市の市街地近郊で高低差が少なく平坦なほ場環境の中で営農して

おりまして、団地化を基本として農地を集約しています。平成 29 年度の経営面積は

31.2ha で、「里のほほえみ」の１品種を作付けています。 

組合の沿革としましては、平成 17 年にそばの生産を行う転作組合として、約 5ha ほ

どの面積で設立しました。その後、地域の生産調整の担い手として面積が拡大するのに伴

い、平成 22 年からは、そばに加えてより収益性の高い大豆を導入し、平成 29 年度から

はすべてのほ場を大豆作にして、高品質・多収を目指した栽培管理を行っています。 

 組合員数は 3８名で、地域の認定農業者の多くが参画しており、地域農業の担い手とし

て重要な役割を担っています。基幹作業を行うオペレーターは、組合設立当初は 2 名であ

ったため、面積拡大に伴い人手不足が課題となっていましたが、組合員の後継者が就農し

て JA 青年部に加入したことを契機に組合のオペレーターへ抜擢したところ、同世代の若

手農業者がつながり、人員が確保できるようになりました。若手農業者が今後の地域農業

を担っていくことができるよう、組織環境を整備しています。遠くない未来において地域

で活躍できる若手農業者がいることが、当地区の財産であると感じております。 

山形県山形市

南沼原営農団地組合

組合長　　朝倉克昭
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南沼原営農団地組合

大豆多収化への取り組み

組織の概要

① 経営の状況

▸ 山形県山形市に位置

▸ 市街地近郊で高低差が少なく平坦な圃場環境

▸ 団地化を基本として農地を集約

▸ 経営面積　31.2ha（H29)

▸ 栽培品種　里のほほえみ

2

組織の概要

② 組合の沿革と組織体制

▸ 平成17年にそばの生産を行う転作組合として設立

▸ 面積の拡大に合わせ平成22年より大豆作を導入

▸ 平成29年より全圃場を大豆作にする

▸ 組合員は38名で地域の認定農業者の多くが参画する

▸ 基幹作業を担うオペレーターは9名で20～40代の若手

農家や後継者世代が中心

3

南沼原営農団地組合

組合長 １名

副組合長 ３名

監事 ３名

幹事 ７名

オペレーター長 １名

副オペレーター長 １名

オペレーター ７名

事務局 JAやまがた西部営農センター

組合員 ３８戸



  

栽培の基本理念は「基本技術の徹底」「コスト削減・省力化と手間を掛けないことは別

物」です。 

当組合のほ場の多くは固定化されているため、連作障害をいかに回避していくかが重要

であります。そのため、土づくりを第一に考え、有機質肥料や堆肥を施用することで地力

の維持、向上に努めています。具体的には、基肥として発酵ケイフン 150kg/10a を施

用しており、加えて低地力ほ場や土壌物理性の悪いほ場を中心に、堆肥 1.5t/10a を施用

しています。堆肥は地元の畜産農家や堆肥センターから供給されており、地域農業との結

びつきを強めています。 

また、排水対策のため、全ほ場において額縁明渠を施工しているほか、一部排水不良の

ほ場ではプラソイラにより透水性の向上を図っています。併せて播種直後の湿害を回避す

るため耕耘同時畦立て播種を実施しており、今年度からは出芽苗立ち向上のためアップカ

ットロータリーを導入したところです。しかしながら、今年は播種前後にまとまった降雨

がなく、乾燥状態が継続したため出芽不良となりました。乾燥害への対応は次年度に向け

ての課題となりました。 

 

  

栽培の概要

（1）有機物の積極的投入

醗酵ケイフンを基肥施用　150kg/10a

堆肥の施用　1.5ｔ/10a

（低地力圃場や土壌条件の悪い圃場を中心に）

（2）徹底した排水対策と播種精度の向上

全圃場額縁明渠施工

プラソイラによる透水性の向上

播種前耕耘　2回

　＋　アップカットロータリーによる耕耘同時畝立て播種
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栽培の概要

基本理念

「基本技術の徹底」

「コスト削減・省力化と手間をかけないことは別物」

① 多収化への取り組み

（1）有機物の積極的投入

（2）徹底した排水対策と播種精度の向上

（3）生育期後半での施肥窒素による肥培管理

4

栽培の概要

（3）生育期後半での施肥窒素による肥培管理

緩効性肥料の培土期追肥

中耕培土2回目（6～7葉期）での実施

N：4kg/10a

開花以降3回の尿素葉面散布

1.5％濃度を厳守し濃度障害を回避

6

栽培の概要

② 高品質大豆生産への取り組み

▸ 生育後半での窒素施肥による子実の充実度の向上

緩効性肥料の培土期追肥・尿素葉面散布

▸ 吊り下げノズルを使用しての病害虫防除の徹底

▸ 倒伏防止対策のための摘芯の実施

▸ 手取り除草による収穫時の汚損リスクの低減

7



 生育後半には施肥窒素による肥培管理を行っており、中耕培土２回目に合わせた緩効性

肥料の追肥と、開花期以降に３回の尿素葉面散布を実施しています。本取組は子実を充実

させ、しわ粒発生を抑制するため、品質向上にも寄与していると考えます。 

病害虫防除については、県農業技術普及課や JA の情報を活用し薬剤を選定しています。

固定化されているほ場が多いため、特に害虫の発生には注意しており、乗用管理機に吊り

下げノズルを装着することで、生育が旺盛なほ場であっても中まで薬剤がかかるよう配慮

しています。また、汚損を防ぐため、倒伏対策として生育量に応じて摘心を行っているほ

か、収穫時には手取り除草を行っています。 

 

  

 省力化の取組としては、ほ場の団地化・面的集約と、ほ場畦畔の除去を行っています。

畦畔の除去については、組合の考えを組合員に理解してもらい、極力なくすよう働きか

けています。また、中耕培土と追肥と摘心作業、病害虫防除と尿素葉面散布、というよ

うに、複数の管理作業を一度に実施することで省力化を図っています。新たな技術を導

入する際には、作業工程が増えないよう、現状のスケジュールの中で実施できるよう計

画しています。 

 新しい技術や試験研究実証への取組として、県の農業総合研究センターや農業技術普

及課からの依頼を受け、ディスク式培土機の実演や「狭畦密植栽培」の実証試験などを

実施しています。ディスク式培土機は実演の結果、その有用性を評価し組合として導入

を決めました。また、「狭畦密植栽培」の実証は、昨年実施したものですが、摘心と組

み合わせての検証が必要であると考えられたため、今年度も継続して取り組んでいます。

新技術の導入にあたっては、既存の機械装置等で実践できる技術を選択するようにして

いるところです。 

 

栽培の概要

③ 省力化への取り組み

▸ 団地化・面的集約による作業効率の向上

▸ 圃場畦畔の除去による作業性の向上と除草管理作業の削減

▸ 各管理作業の複合化

＋

＋
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中耕培土

病害虫防除

追肥

尿素葉面散布

圃場①～③

90a
→

圃場①

30a

圃場②

30a

圃場③

30a

省

力

化

栽培の概要

④ 新技術・試験研究実証への取り組み

▸ プラウ＋バーチカルハローによる高速作業体系

▸ 一発耕起播種

▸ ディスク式培土機

▸ 狭畦密植栽培

9

ディスク式培土機実演の様子 狭畦密植播種実演の様子



  

経営面での取組と成果ですが、全面積を大豆作としたことで収益性が高まり、経営の安定

化が図られました。また、大豆作を通じて若手農家や後継者世代はつながりを強めており、

収量・品質の安定化により更なる意欲の高まりを見せています。生産コストの低減のため

には、機械導入にあたり補助事業を積極的に活用している他、有機物を主体とした施肥設

計による肥料費の削減、近隣の大豆生産集団と JA へ資材を一括発注することによる資材

費の削減を図っています。 

 地域においては、生産調整の３割以上を実施しており大きな役割を担っています。近隣

の大豆生産集団とは情報交換を行い、地域全体の収量・品質を底上げするため、互いに切

磋琢磨しています。 

 今後は、コストの削減、若手農家や後継者世代への経営の引き継ぎ、変革する農政へ対

応した組織運営、そして単収 300kg/10a の実現に向け、関係機関と連携して取り組ん

でまいります。 

経営における成果

▸ 全面積大豆作による経営の安定化と収益の増加

▸ 若手農家・後継者世代の育成と更なる意欲の高まり

▸ 補助事業の積極活用による機械導入コストの削減

▸ 有機物を主体とした施肥設計による肥料費の削減

▸ 近隣生産集団との資材一括発注による資材費の削減

地域農業との関わり

▸ 地域の生産調整の3割以上を実施

▸ 近隣地区の生産集団との情報交換

生産実績・栽培体系・機械装備など

→　地域全体の収量・品質の底上げを図る

▸ 若手オペレーターはJA青年部を通じ地域の食育活動を推進
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今後の課題と目標

11

更なる省力化・コスト削減

若手農家・後継者世代が主体となった経営への引き継ぎ

変革する農政に対応した組織運営

300kg/10aの実現に向けた取り組み



③情報提供 

◆「国産大豆に望むもの」 

武陽食品株式会社 東北第二営業所 課長 國分康範氏 

 

 

本日は国産大豆に望むことと題しまして、私どもの流通業界、さらには実際にお使いに

なられている加工業者様からの要望をまとめてみなさんにお話し、今後国産大豆を生産継

続して拡大させるためにはどういうものが望まれるのかということについてお話したいと

思います。 

 

私どもの会社は、昭和１６年の設立当初は、味噌や醤油、一般食品の販売を行っていま

したが、昭和３４年１２月に東北第一営業所（宮城県美里町）へ大豆選別工場を整備する

のとあわせて、輸入大豆の取扱いと自家選別大豆の販売を開始しました。現在は、食品用

大豆（輸入大豆、国産大豆）の保管と加工業者様への販売・納品、飼料や資機材の販売業

務を行っております。最近では、生産者や集荷団体などから加工業者様へ直接流通してい

るケースもありますが、卸業者には得意先とのパートナー関係を重視して商品を供給する

といった独自の機能があります。東北地方を拠点としておりますが、本社営業部を通しま

して西日本からの問い合わせにも対応しております。 

国産大豆に望むもの

武陽食品株式会社

国産大豆に望むもの

武陽食品株式会社



武陽食品株式会社

〈取引の状況〉

得意先 約700社

〈業種別割合〉

豆腐 48％

味噌 35％

納豆 10％

黄な粉・菓子・豆乳製造など 2％

卸売業 5％

 

得意先は約 700 社ありまして、業種別割合（件数割合）でみますと、半分近くが豆腐

業界との取引となっております。味噌業界は 35%、納豆業界は大手企業への集中が進ん

でおり 10％です。きなこ・菓子・豆乳業界が 2％といった構成となっております。「卸売

業」とありますのは、地域の小さな卸売業者や米穀店のことでして、こちらへも横のつな

がりがあり卸しています。 

 

国内における輸入・国産大豆の使用状況

食品用大豆 年間約90万トン （輸入70万トン・国産20万トン）
国産大豆は平成10年ごろから増減を繰り返しつつも伸ばしてきた。
輸入大豆の諸問題による原料見直しで国産へ切換え。

（遺伝子組み換えや原産国表示問題による動き）

世界の生産量も拡大。（米国、ブラジル、アルゼンチン）

世界最大の輸入国は中国

 

 国内における輸入・国産大豆の使用状況について、食品用大豆は１００万トンと言われ

ていましたが、近年は人口減少や食文化の変化によって減少して年間約９０万トンとなり、

その内訳は輸入大豆７０万トン、国産大豆２０万トンとなっています。国産大豆について

は、海外で遺伝子組み換え大豆の作付が始まった平成１０年ごろから、増減を繰り返しつ

つも増加してきているところであり、その背景には食材に安心・安全を求める消費者の動

きがあります。 
 一方で世界全体では、人口増加に対応して大豆生産量は増加しており、主な産地はアメ

リカ、ブラジル、アルゼンチンとなっています。最大の輸入国は中国です。 



国産大豆と輸入大豆の違いについて

輸入大豆 国産大豆

被害粒が多い

粒が不揃い

生産ロットが小さい

水分調整が難しい

生産における信頼感

粒の大きさ

味が良い（脂質・糖分）

加工後の色・ツヤ・食感等

国産大豆を選ぶ際のメリット・デメリット

 

 加工業者が国産大豆と輸入大豆を比較したときに、国産大豆の良いところとしてあげら

れるのは、生産における信頼感（安心・安全）、大きい粒、脂質等の成分のバランスがよく

味が良い、加工後の色・ツヤが良くきれいに仕上がり食感も良い、という点です。一方で、

国産大豆の良くないところとしてあげられる意見としては、被害粒が多い、粒が不揃いで

ある、生産ロットが小さい、水分調整が難しい、という点です。なお、以前はこの中に、

価格が安定しないため使いづらい、といった意見もありましたが、最近は聞かなくなって

きました。これは価格が安定して供給される体制が整ってきた証拠ではないかな、と考え

ております。 
 

使用者から見た国産大豆選びのポイント

（豆腐）
高タンパク、味、色、粒揃い、被害粒、夾雑物が無い
（納豆）
粒揃い、大きさ、味（食感）、糖分、水分調整、被害粒、夾雑物が無い
（味噌）
粒揃い、味（食感）色、水分調整、被害粒、夾雑物が無い
（醤油）
窒素分、油分、被害粒、夾雑物が無い
（きな粉、豆菓子）
粒揃い、水分調整、色、被害粒、夾雑物が無い
（豆乳）
糖分、高タンパク、味（エグみ）、被害粒、夾雑物が無い

 

 各業界から見た国産大豆選びのポイントとして、豆腐は「高タンパク、味、色、粒揃い」、

納豆は「粒揃い、大きさ、味、食感」と業界ごとに重視する点が異なります。すべての業

界についてあてはまるものとして「被害粒や夾雑物が無い」ことがポイントになります。 
 



使用者から見た国産大豆選びのポイント

使用者からのクレーム

 

使用者から見た国産大豆選びのポイント

使用者からのクレーム

 

 我が社に実際に入った使用者からのクレームを写真でまとめてみました。 
最近の事例では、学校給食向けに加工食品を製造している際に黒い塊が混入しているの

が見つかった、という連絡があり、原因を特定するまでの間、使用をストップしてもらう

といったことがありました。使用されていたのは輸入大豆でしたが、輸入元、それから生

産者にまで遡り原因を追求したところ、選別機械の中の清掃不足というのが最終的な結論

となりました。黒い塊は、大豆から染み出た油分や温暖化により発生した結露に埃や土が

くっついて塊になったものであり、それが商品に混入した、というものでした。いずれに

しろ、輸入大豆、国産大豆を問わず、こういった事例への対応には私どもも労力を要しま

すし、使用者にも大きな迷惑をかけますので、みなさんにも意識していただければと思い

ます。食品業界では HACCP の導入が進められており、万が一の事故が起こらないよう対

策がとられつつありますので、我々、流通業界もそういった意識を大切にしていきたいと

考えております。 



品種のこだわりより品質のこだわりの時代へ

○○県産 ○○大豆使用などと表記される商品が頻繁に見られる時代。

一生産者→一加工者で顔の見える商品化。

各地で多く見られるようになった為、差別化しにくく、価値観も低下。

気象、災害の局地化などからリスクが高く、安定した供給とは言えない。

リスクを減らし、安定して供給するためには産地一丸となりチーム生産を

めざす事が望ましい。

 

品種のこだわりより品質のこだわりの時代へ

産地が生き残るためには、品質の安定化が絶対条件。

産地内の特定の生産者が良いものを出し差別化を図っても、まわりで悪い
ものが出てしまえば産地としての評価は劣る。

生産地内で一人一人の意識を高く持つ事が大切（このぐらい…ではダメ）。

様々な地域との技術・情報交換。

 

 ○○県産や○○大豆使用などと表記される商品が頻繁に見られるようになったことは、

一生産者や一加工者の顔が見えることから、消費者に安心感を与えています。しかし、最

近では各地でこのようなものが多く見られるようになってきており、差別化されにくくな

ってきている面もあります。また、一部の限られた地域のみで生産している場合には、気

象や災害による被害を受けた場合、商品を供給できなくなるリスクが高くなります。安定

した供給をしていくためには、こういったリスクを減らすことが必要であり、産地が一丸

となってチーム生産をすることが望ましいと考えます。 
産地が生き残るためには品質の安定化が必要なものとなってきます。しかし、産地内の

特定の生産者が良い大豆を作っていても、そのまわりで品質の悪い大豆を出してしまえば

産地全体の評価は劣ります。特に悪いイメージは早く広まりますので生産地内で一人ひと

りの意識を高く持つことが大切であり、このぐらいだったら大丈夫だろう…ではいけませ

ん。チーム生産だからこそ、情報共有や意識付けが重要となります。 
 



大豆は農作物であり、商品でもある。

収穫した農作物を商品として出荷するには？

きっちりと品質を揃える（乾燥、選別、袋）。

栽培管理の徹底。

土作りをしっかり行う。

気候風土に見合う大豆づくり。

使用者からの信頼、評価の向上（業者間にも広まる）。

大豆の名産地として確立。

 

 農産物である大豆を商品として出荷するためには、品質をそろえることが大切です。具

体的には、乾燥作業では水分量が一定となるよう調整することと、選別を行うことが挙げ

られます。細かい話になりますが、中身の大豆が同じものであっても、袋に書かれている

文字が手書きのものと印刷されたものがある場合、加工会社側からみると違うものだと思

ってしまうのだそうです。このような観点で品質をそろえることのほかに、栽培管理の徹

底、土作りをしっかり行うこと、気候風土に見合う大豆作りをすることで、使用者から信

頼され、評価の向上につながり、業者間にも広まります。大豆は農産物から商品となり、

名産地として確立するものと思います。 
 最終的に一番重要なことは、加工業者と長くつきあってもらって使っていただくことで

あり、それが国産大豆のこれからの消費拡大につながっていくと考えます。 
 

ご清聴ありがとうございました

これからも良質な大豆を期待しております。

 

 



◆「大豆の収量安定・多収化に向けて～阻害要因とその対策～」 

国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構 

生物系特定産業技術研究支援センター 

新技術開発部 研究リーダー 持田秀之氏 

大豆の収量安定・多収化に向けて
～阻害要因とその対策～

平成３０年８月２４日
農 研 機 構

生物系特定産業技術研究支援センター
新技術開発部 研究リーダー 持田 秀之

平成３０年度 東北大豆セミナーin ふくしま
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今回お話しする内容

1）東北地域における大豆生産の特徴と
地帯区分

2）湿害防止対策と高温乾燥害への対応

3）東北地域における大豆の収量安定に
向けて

4）東北地域における大豆の多収に向けて
2

 

 

１）東北地域における大豆生産の特徴と地帯区分 

 

東北地域は全国の 24%の作付面積を占めており、生産割合は 23%とほぼ同様となっ

ています。一方で、北海道は単収が高いことから作付面積割合が 27%ですが生産割合は

35%と高くなっています。 

全国の地域別に単収をみてみますと、東北地域は全国平均を下回っておりまして、北海

道と九州が全国平均を上回っている状況です。 

 



  

 東北地域の作付面積を県別に見てみますと、宮城県が一番大きく、次いで秋田県、山形

県、青森県、岩手県、福島県と続いています。水田への作付割合（田作率）は青森県、岩

手県、宮城県、秋田県、山形県は高くなっていますが、福島県は低いといった特徴があり

ます。 

 また大豆１年１作が占める割合と連作率をみてみますと、北海道及び東北地域では１年

１作の割合が高くなっています。東北地域の中では、宮城県では１年１作の占める割合は

低く、連作率が低くなっています。宮城県での連作率の低さは、１年２作あるいは２年３

作の作付であったり、ブロックローテーションの実施割合が高いことが背景にあります。 

  

 東北地域は６つの地帯に分けることができ、各地帯には気象特性（気温、日照時間）が

あります。気温が高く日照時間が長い日本海側中南部は高単収で年次変動が小さく、気温

が低く日照時間が短い太平洋北部は単収が低く年次変動が大きくなっています。 

 この地帯別に 40 年間の統計を整理して調べてみたところ、1969～1978 年におい

てはバラツキは若干ありますが地域別にほとんど差はありませんでした。ところが、その

10 年後の 1979～1988 年は、日本海側中南部において 186kg/10a と一気に収量が

あがった一方で、太平洋側北部などではあまり変わっておらず、地域的に差が出てきまし

た。日本海側中南部はその後単収は伸びておらず年次変動が大きくなっており、太平洋側

はその後も単収は低迷しています。 

寒冷地（東北地域）は全国の生産量および作付面積の約1/4を占める主産地

図 地域別の大豆生産量と作付面積（2016年）

4寒冷地（東北地域）は全国の生産量および作付面積の約1/4を占める主産地

図 地域別の大豆生産量と作付面積（2016年）
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図 県別の作付面積と水田転換畑（田作）の占める割合（2015）

宮城、秋田、山形で作付面積が大きく、水田転換畑での作付が９割以上
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図 県別の作付面積と水田転換畑（田作）の占める割合（2015）
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・北海道、東北地域は１年１作の占める割合が著しく高い。
・東北地域では、宮城県で１年１作の占める割合が低く、連作率も小さい（土地

利用率大、ブロックローテーションの実施）。

7

・北海道、東北地域は１年１作の占める割合が著しく高い。
・東北地域では、宮城県で１年１作の占める割合が低く、連作率も小さい（土地

利用率大、ブロックローテーションの実施）。
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２）湿害防止対策と高温乾燥害への対応 

 

単収の低迷には湿害（出芽苗立ちと生育不良）が大きく関わっており、湿害を回避する

ための対策としては排水対策と栽培法によるものがあります。排水対策には、明渠、弾丸

暗渠、本暗渠、心土破砕、地下灌漑システム（FOEAS）があります。栽培法による対策

には、有芯部分耕栽培、耕うん同時畝立て播種、小畝立て播種、その他種子に殺菌剤（ク

ルーザーMAXX など）を処理する方法があります。 

有芯部分耕栽培、耕うん同時畝立て播種、小畝立て播種等の大豆 300A 技術等播種技

術は、慣行栽培と比較し単収が高くなることが実証されています。 

  

一方で、乾燥害というものもあります。大豆 1g（乾物）を生産するのに 307～429g

の水が必要ですが、これは水稲と同じくらいの量です。 

 降雨が少ない年に行った試験では、湿害軽減技術である同時畦立てや小畦立てである

と、平畦と比較して、収量が明らかに少なくなる結果となりました。同様に光合成速度、

蒸散速度も下がる結果となっています。 

これは、畦立てをすると大豆の位置が高くなることが原因の一つであり、湿害は回避で

きるようになる一方で、乾燥に弱くなります。特に、開花期から開花 14 日後までの間に

水があるかないかで収量が変わってくることが分かっており、この期間が乾燥状態である

気温が高く日照時間が長い日本海中南部は単収が高く、年次変動も小さい。太
平洋北部は単収も低く、変動が大きい。

（福島県浜通・
中通）

（福島県会津）
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気温が高く日照時間が長い日本海中南部は単収が高く、年次変動も小さい。太
平洋北部は単収も低く、変動が大きい。

（福島県浜通・
中通）
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第１表　大豆の単収とその変動の推移

単収 変動係数 単収 変動係数 単収 変動係数 単収 変動係数
(kg/10a) （％） (kg/10a) （％） (kg/10a) （％） (kg/10a) （％）

日本海側 中南部 135 10.6 186 12.4 182 10.7 162 28.4
北部 130 5.6 151 15.7 159 11.2 144 16.8

太平洋側 中部 121 12.5 129 16.5 131 13.9 138 10.2
南部 114 8.3 122 15.2 124 12.4 128 10.0
北部 129 13.3 136 25.9 149 20.9 133 21.3

内陸地域 129 9.7 154 9.7 152 9.1 157 16.0

1999～2008年
地帯区分

1969～1978年 1979～1988年 1989～1998年

・1980年頃に単収が高く、変動が小さかった日本海側中南部では、ここ10年間
をみると、単収が低迷しており変動も大きくなっている。
・太平洋側では、単収は低迷しており、その変動も40年前と比べてやや低下し
ているが、同様の傾向を示す。
・内陸地域は、1980年頃の単収増加は認められるが、それ以降は変化なし
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大豆の湿害の種類

初期生育の不良（排水が不良
で、地下水位が30～40cmよ
り高いと発生）

出芽不良（過吸水によ
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大豆３００Ａ技術等の効果

・大豆３００Ａ技術等播種技術について、 単収は慣行栽培より高い状況（平成２２年
度自給力向上戦略的作物等緊急需要拡大事業の２３６ヶ所での実証）

・特に、 「有芯部分耕播種」、「小畦立て播種」は慣行栽培に比べ、２割程度の増収

（注１）小畦立て播種栽培は岩手県農業研究センターで開発された技術。
（注２）Ｈ２２自給力向上戦略的作物等緊急需要拡大事業に係る調査より。
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（参考）　平成２２年産大豆の１０ａ当たり収量
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171 144 119%
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実証結果

平均単収(kg/10a)

有芯部分耕播種

7 5 71% 2 29%

101 70 69% 31 31%

128 95 74% 33 26%

236 170 72% 66 28%

（注）「低い実証ほ数」には「実証区＝対象区」を含む。
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（東北農政局）
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場合には低収量となります。これに対し畝間灌漑や地下水位制御システム（FOEAS）など

により水を供給すると、確実に収量が増加します。 

  

  

３）東北地域における大豆の収量安定に向けて 

 

地力に着目し、連年水田と復元水田、堆肥施用と無施用で、可給態窒素量を比較した試

験を行いました。連年水田ではそれほど地力が変わらない一方で、畑転換し長期に大豆を

連作すると地力は減少し、堆肥（2トン／10a）を連用しても、連年水田の無堆肥を下回

る水準となりました。一方で、長期畑転換あと水田に復元し、堆肥を連年施用した場合、

復田から３年後に連年水田の無堆肥の水準近くにまで回復しました。  

 堆肥２トン/10a連用下で、大豆２作での可給態窒素の減少量は、水稲３作の増加量と

ほぼ同等であるため、大豆２作に対し水稲３作の周期で田畑転換し堆肥を２トン/10aを

施用すると、作土の可給態窒素量が維持されることが分かっています。 

図 湿害軽減技術が光合成と蒸散速度に与える影響（大江・持田 2011）
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取水口から大豆の畝間に水を流し、高温乾燥時の
水分補給を行う。開花以降の灌漑が増収に効果的
であることが認められている。

畝

畝間

畝間灌漑

畝間灌漑による乾燥害の回避

（高橋、1995）

図 時期別の灌水と大豆収量
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○ダイズシストセンチュウ 

 国内で認められているシストセンチュウには、レース１、３、５があり、このうち東北

地域で広まっているのはレース３です。レース３に対しては東北農業研究センターで抵抗

性品種を作成していますので、こういった品種を導入すると収量が落ちにくくなります。

なお、近年作付が拡大している「里のほほえみ」は、センチュウ抵抗性が弱いため、これ

を毎年作付けしている産地では被害の拡大が見られています。 

 また、線虫対抗作物の作付によりセンチュウ密度を低くする方法もあります。クローバ

ーやクロタラリア、シロクローバーを作付けるとセンチュウ密度が低くなるため、抵抗性

がない品種でも被害が出にくくなります。また、これをすき込むと緑肥としての効果も期

待できます。 

 

○雑草対策 

従来は、大豆が生育し大きくなれば雑草の被害は抑制されるとされてきましたが、近年

問題となっている難防除雑草については、これまでの対応方法だけでは防げなくなってき

ました。耕種的防除（耕起、播種時期等）、機械的防除（中耕培土）、化学的防除（除草

剤）の組み合わせによる対応が重要です。雑草の種類により有効な対応方法が異なります

ので、日本雑草学会や農研機構のホームページで確認してください。 

  

長期畑転換条件での可給態窒素の変化
風乾土30℃4W湛水培養

0

50

100

150

200

'82 '92'00 '01 '02 '03

可
給

態
窒

素
（
m

g/
kg

）

連年水田・無堆肥 連年水田・堆肥2t

復元水田・無堆肥 復元水田・堆肥2t

可給態窒素／全窒素

0%

2%

4%

6%

8%

10%

'82 '92'00 '01 '02'03
可

給
態

窒
素

率

復田化 復田化

大豆長期
連作

大豆長期
連作

研究成果（土壌肥料）
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図１ 連年水田と転換畑条件での可給態
窒素の変化

稲わら堆肥2t/10a連用下で、長期畑転換(1982～
1999年)におけるダイズ作期間中に減少した作土の
可給態窒素と同期間に連年水田で増加した可給態
窒素。
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図２ 田畑輪換前後の可給態窒素
長期畑転換後に稲わら堆肥2t/10a連用条件でダ

イズ2作に対し水稲3作の比率で田畑輪換を開始す
る前と田畑輪換を10年行った後の作土の可給態窒
素。

研究成果（土壌肥料）

稲わら堆肥2t/10aを連用し、ダイズ2作に対し水稲3作の周期で田畑
輪換すると、作土の可給態窒素は維持される

（西田ほか 2009）
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ダイズシストセンチュウのレース分化とその対策について

１．これまでの経緯
・現在、国内で認められているシストセンチュウのレースには、レース１、３及び５。
・東北地域での優先系統はレース３だが、下田不知寄生性のレース３が少しずつ増えてお
り、近年になって下田不知系抵抗性品種を栽培している圃場での被害の報告がある。

２．今後の展望
・下田不知系は通常品種よりも シストセンチュウの耐性があり、寄生されても収量が落ち
にくい。
・Peking系は大変抵抗性が強くこれに寄生できる系統はほぼ発生していないため、この遺

伝子を組み込むことは有効。将来、打破する系統が出現する可能性もあるが、現段階では
まず問題はない。

３．線虫対抗作物の導入について
・ダイズシストセンチュウはマメ科の根から分泌される物質に反応してふ化する。全てのマ
メ科植物に寄生できるわけではなく、寄生できないマメ科植物も多いため、それらによって
ふ化した幼虫は寄主がないために発育できず、そのまま死ぬということを利用している。

・防除効果にはレースによる違いはない。また、線虫の生態を利用しているため、これを打
破する系統が出現することもない。
・これまでに主にクローバーとクロタラリアが実用化に向けて研究されてきたが、シロクロー
バーよりも根張りのよいアカクローバーやクリムソンクローバーの方がふ化効果が高い。ク
ロタラリアに関してはjuncea（商品名；ネマコロリ、コブトリソウ等）とspectabilis（商品名；
ネマキング）での効果が確認されており、対抗作物として市販されている。 23
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大豆作での雑草の種
類は多いが、耕種法
や除草剤の散布の組
み合わせで大豆によ
る被陰を進めることが
重要。アサガオ類につ
いては、被陰だけでは
不充分。

参考となるサイト（運営；日本雑草学会） http://wssj.jp/~weedi/soybean manage.html
http://wssj.jp/~weedi/soybean management.pdf http://wssj.jp/~weedi/training.html 24
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○立枯性病害 

主に「紫斑病」「茎疫病」「黒根腐病」があり、この中でも最近は「黒根腐病」が広がっ

ております。「黒根腐病」は、土壌環境などの条件により病害の進み方が異なることが分

かっており、発病があっても病害の程度が小さいこともあるようです。対応策としては、

クルーザーMAXX 種子塗抹処理等があります。 

  

○摘心 

倒伏を防ぐための対策として摘心処理がありますが、効率的に作業できる摘心機が愛知

県で開発され、東北地域でも秋田県や山形県などの一部で導入されています。しかしなが

ら、東北地域で適した品種や有効な実施時期が明確になっていないため、これらを検討し

ていく必要があります。 

 

４）東北地域における大豆の多収に向けて 

 

 水稲の収量ポテンシャルを 1～1.3 トン/10a として、大豆の収量ポテンシャルを計算

すると 560～720kg/10a となります。現状とポテンシャルには大きな差があります

が、これは雑草による生育抑制、病害、養分の供給不足により生じていることになりま

す。 

 養分供給による増収効果については、例えば 600kg/10a の収量を得るためには

42kg の窒素を吸収する必要がありますが、実際には 26kg くらいの窒素固定しかでき

ていないことが分かっています。増収のためには、どのような形で養分を供給するか検討

していくことが重要となります。 

＜対策＞
●種子への感染につながる開花後２
週間～６週間に、殺菌剤を１、２回散布。
●ベンズイミダゾール系殺菌剤に対する
耐性菌の発生地域では、それ以外の殺
菌剤を散布。

「茎疫病」
＜対策＞
●排水性を良好にし過湿を防ぐことが最も重要で、
防除農薬としては、オキサジキシル・銅水和剤など
有効薬剤が登録されている。

「黒根腐病」
＜対策＞
遅播きすると発病が減少、３年程度水田に戻し、
湛水すると、菌の密度が低下。

農作業便利帳（全国農業改良普及支援協会編）より抜粋。

「紫斑病」

黒根腐病の症状

黒根腐病の被害を受けた圃場
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（持田・朝日 1988）

黒根腐病の発生は場所に依存しており、

条件によって病害の程度に進み方が異なる
土壌病害である。適用できる登録農薬はある
が、一部の薬剤では生育が抑制される場合
もある。 26
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増収に有効な技術としては潅水や培土期追肥、尿素の葉面散布が有効であることが実証

されています。 

また、早播により生育期間を確保することで増収するのではないかと考え、2013 年

に播種時期と収量の関係を調べました。結果は、黒根腐病の罹病率が高まるものとなりま

した。早播の場合、生育期間の拡大が図れますが、一方で病気に罹病するリスクが高くな

ることも考慮する必要があります。 

  

 培土期追肥、尿素の葉面散布の増収効果については、平成 27 年から 29 年の３年間、

大仙市大豆栽培モデル事業において実証試験を行いました。両処理を実施した 27 年と、

慣行栽培であった 26 年とを対比したところ、約２割増収となる結果となりました。一方

で、慣行栽培でもともと収量が高かった場合は、追肥処理の効果が認められませんでし

た。 

・堆肥施用、追肥、微量要素の施用などにより増収効
果が認められる場合があり、持続的な多収を支えるた
めの養分供給の必要量を明らかにする必要がある。

・田畑輪換などの土地利用方式により地力の維持が
可能であり、既にわかっている水稲ー大豆体系以外に
ついてもその得失を明らかにする必要がある。

・大豆の子実の窒素含有率を７％とすると、600kｇ／
10aの収量を得るためには、最低でも42kgの窒素を吸
収する必要がある。窒素固定でまかなえない部分をど
の程度、どのような形で養分供給に依存するのか戦略
を立てることが重要である。

養分供給による増収効果
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増収に有効とされてきた栽培管理技術の総合的な適用
（追肥）

増収に有効とされてきた栽培管理技術の総合的な適用
（潅水）

・培土期追肥
窒素６ｋｇ／１０a （LP70）（荒垣ら 1991）、リン酸 １０ｋｇ／１０a（培
土期）（持田 2012）
・尿素の葉面散布
窒素２ｋｇ／１０a（開花２週間後から２週間おきに３回に分けて散布）
（杉本 1994）

畦間灌漑の状況（2012年） 地下水位制御の状況（2013～2014年）
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（耕種概要）
品種 スズユタカ、すずさやか（以上有限伸育型、中晩生）
栽植密度 疎植、標植、密植の３段階、２反復
基肥 基肥 ＮーP２O５－Ｋ２ Ｏ＝３ー１０－１０kg／１０a
極早播；5月上旬、早播；5月下旬、標播；6月上旬

収量は１５％水分換算。適栽植密度をDuncan（1958)がトウモロコシに
適用した式によって求め、その際の収量を最大収量とした。

34
（持田ほか 2013）
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（持田ほか 2013）



  

  

○まとめ 

 収量安定と多収化に向け、生産現場においては圃場の生産阻害要因（乾湿害、病害虫

等）を踏まえた技術対策の導入が重要です。技術開発においては、窒素固定を阻害しない

条件での養水分供給方法の検討、目標収量を達成するための大豆の草型、耐倒伏性の改

良、適正生育量の確保が必要と考えます。 

大仙市大豆栽培モデル事業とその連携に至った経緯

（背景）
東北地域の日本海側中南部では、1999年以降の10年

間では単収が減少しており、その変動は大きくなっている。
この間、暗渠、明渠の施工など排水対策が積極的に取り
組まれ、湿害回避のために300A技術の現地への導入が
進むなど、
苗立ちの安定化は一定程度進んだが、必
ずしも収量向上には結びついていないの
が現状である。

（連携の内容）
秋田県南部の水田地帯における
大豆の低収要因とそれに対応した
収量品質の向上技術を実証する。

（中核機関）大仙市
（連携機関）
農研機構東北農業研究
センター
東北農政局
秋田県仙北地域振興局
JAあきたおばこ
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追肥作業の状況

ブロードキャスタによる
培土期追肥

ブームスプレーヤによ
る尿素の葉面散布

培土期にN 6kg/10aをLP70にて、P
２O５10kg/10aを過リン酸石灰にてそ
れぞれ施用。

尿素の葉面散布を開花２週間
目以降３回に分けて、合計2.1 
Ｎkg/10aを施用。 36
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■各ほ場毎の単収比較 (全刈り)
H27平均
単収

H26平均
単収

初年目 329

３年目 274
６年目 301

平均 301 242

2,3年目 234 201

２年目 289 238

初年目 210

Ｈ２７
１・２等割合

Ｈ２６
１・２等割合

単位（％）

78 73

84 61

0 0
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H27単収、１・２等割合については、農家への聞き取り

東部地区：農事組合法人下黒土ｱｸﾞﾘ

0.0%

中央地区：小貫集落営
106.8%

137.7%
西部地区：農事組合法人強首ﾌｧｰﾑ

東部地区：農事組合法人ｱｸﾞﾘﾌｫｰ太田

１・２等割合比較

東部地区：農事組合法人下黒土ｱｸﾞﾘ

前年対比

中央地区：小貫集落営

124.3%

西部地区：農事組合法人強首ﾌｧｰﾑ 116.4%

東部地区：農事組合法人ｱｸﾞﾘﾌｫｰ太田

121.4%

単位（㎏)

増収と一部の地域では
品質の向上を達成 37
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慣行区の収量が３６０ｇ/ｍ2を超えると追肥処理の効果が認められなくなった。 38
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（１）現地調査 

①大豆生産を核とした飯崎地区の営農再開について 

飯崎生産組合 組合長 水谷隆氏（南相馬市小高区） 

福島県相双農林事務所農業振興普及部 永井華澄技師 

  

 小高区飯崎地区の基盤整備事業は、震災の影響で一時

停止していましたが、平成 26 年より再開され、平成

32 年までに 100ha の農地を再生する計画としてい

ます。飯崎生産組合は当該地区の担い手組織として、

平成 26 年より当該地区での試験栽培を開始し、平成

29 年より整備の終わった農地で本格的な作付を行っ

ています。小高区の避難指示は平成 28 年に解除され

ましたが、担い手が地域に戻らず組合へ農地が集まる

ことが予想された他、用水確保の目処が立たないこと

などを念頭に作付体系を検討した結果、新たに大豆に

取り組むことにしました。本年度は大豆の他に、水

稲、タマネギ、カスミソウを栽培しています。 

  大豆については、「タチナガハ」「里のほほえみ」を栽培しています。うち「里のほ

ほえみ」は平成 28 年度に県の奨励品種となっており、平成 29 年度に引き続き本年も

県の実証展示ほを設置しています。「タチナガハ」と比較し、分枝や莢数は少なくなり

ましたが、百粒重が大きいため収量が確保できるといった結果が出ているところです。 

  営農を再開した中で震災前と大きく変わった点の一つは、イノシシの数が非常に増

え、それまではなかった食害が出るようになった点です。このため、電気柵を設置して

いますが、この管理に非常に労力がかかっています。 

  現在、組合員５名を中心に作業に従事していますが、今後、地域の農地を守っていく

ためには若い人材を確保していく必要があると考えています。しかしながら、避難指示

区域であったところなので、若い人たちが帰ってきていないのが現状です。これに対し

て外部の力を借りて取り組んでいくべきなのか、地元の人の力を借りて取り組んでいく

べきなのか、どういった方法で取り組んでいくのかが直近の課題です。 

＜飯崎生産組合水谷組合長＞ 



平成３０年８月２４日 

福島県相双農林事務所農業振興普及部 

 

東北大豆セミナーin ふくしま 現地調査 

大豆生産を核とした飯崎地区の営農再開について 

 

１ 飯崎生産組合 

 ○ 設 立  平成２２年９月（基盤整備地区の担い手組織として） 

 ○ 構成員  ８名（組合長：水谷隆氏） 

 ○ 栽培品目（平成３０年度） 

   大豆     26.2ha 「タチナガハ」「里のほほえみ」 

   水稲          12.0ha 「天のつぶ」（飼料用米） 

   タマネギ      30a（春まき）、 

   カスミソウ  3a 

 

２ 営農再開に向けた取り組み 

 ・飯崎生産組合では、営農意欲を維持するため、平成２６年度に大豆の試験栽培を開始した。 

 ・平成２８年度には、本格的な営農再開を見据えて、大豆・水稲を作付け。 

平成２８年に小高区の避難指示が解除されたが、担い手の減少により、生産組合へ農地集積が

進むと予想された。そこで、比較的省力化がはかれる土地利用型作物を経営の中心に位置づけ

る必要があると考え、大豆に本格的に取り組むこととした。 

・平成２９年度からは、基盤整備後の農地で本格的作付けを始め、作付面積を拡大している。ま

た、現在は経営体を強化するため、平成３０年９月の法人化に向けて活動中。 

 

３ 今後の課題 

 ・大豆の収量・品質向上 

 ・省力的な技術の導入 

 ・経営体の強化（法人化、労働力の確保） 

 ・水利施設・農道等のインフラの維持管理 

 ・鳥獣害対策、電牧の管理 

 

 

 

 

 

 

 



「里のほほえみ」の栽培概要（平成２９年産） 

 表１ 耕種概要 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

図１ 生育調査結果 

 

 

 

 

表２ 生育ステージ 

品種 播種日 出芽期 ５葉期 開花期 成熟期 

里のほほえみ 5/30 6/9 7/6 7/28 11/1 

タチナガハ 5/30 6/9 7/6 7/28 11/1 

 

表３ 成熟期調査 

 

表４ 収量・品質 

「里のほほえみ」の生育は「タチナガハ」並。「里のほほえみ」は葉色が濃く、ウコンノメイガが集まりや

すいため、８月の発生に注意が必要。最下着莢高は「タチナガハ」よりもやや高く、機械収穫適性が高い。「里

のほほえみ」は「タチナガハ」より分枝や莢数が少ないが、百粒重が大きく収量を確保できる。また、品質に

ついては「タチナガハ」並～やや優れる。ただし、「里のほほえみ」は大粒の品種で、裂皮しやすいので、早播

きは避ける。 

品種 
主茎長 主茎節数 分枝数 稔実莢数 不稔莢数 最下着莢高 茎の太さ 倒伏 

(cm) (節) (本) (莢/本) （莢/m2） (莢/本) (cm) (mm) (11/16 調査) 

里のほほえみ 94.9 16.1 3.8 41.8 552 2.4 26.0 10.0 微 0.1 

タチナガハ 90.7 17.3 5.0 48.4 726 1.7 25.1 9.6 微 0.2 

品種 
精子実重 百粒重 紫斑粒 褐斑粒 虫害粒 裂皮粒 しわ粒 腐敗粒 未熟粒 その他 

(kg/a) (g) (%) (%) (%) (%) (%) (%) (%) (%) 

里のほほえみ 25.5 45.0 1 1 13 33 10 11 1 1 

タチナガハ 24.3 39.9 1 1 25 15 12 9 1 1 
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草丈「里のほほえみ」

草丈「タチナガハ」

葉数「里のほほえみ」

葉数「タチナガハ」

品種 「里のほほえみ」「タチナガハ」

明渠作成 ほ場周囲とほ場内　溝掘機

耕起、砕土 サブソイラ、スタブルカルチ、バーチカルハロー

吸収抑制対策 硫酸カリ　100kg/10a

土壌改良剤 苦土石灰　80kg/10a

種子消毒 クルーザーMAXX（キヒゲンR-2フロアブル）

播種 5/30　条播  播種量 6kg/10a　条間：70cm

アッパーカットロータリー

基肥 豆プロ一発　20kg/10a 

 N-P2O5-K2O　5.0-2.0-1.6kg/10a

除草 5/31 エコトップ乳剤

中耕培土 6/22、6/30　（6/22）

除草 7/8　大豆バサグラン液剤、ワンサイドP乳剤

病害虫防除 8/23　アミスター２０フロアブル、トレボンエアー

9/4　 マネージDF、Mr.ジョーカーEW

無人ヘリコプター散布

収穫・乾燥 11/22

調製 12/5～

　　（）内は「タチナガハ」



南相馬市小高区飯崎地区の営農について
～飯崎営農組合の作付け状況図～

○南相馬市小高区飯崎地区では、震災の影響で一時停止していた基盤整備が
平成２６年度より再開され、現在も工事が進んでいます。

○平成３０年度は、飯崎地区の担い手である飯崎生産組合が基盤整備後の農
地で大豆２２ｈａ（「タチナガハ」１６ｈａ・「里のほほえみ６ｈａ）、水
稲１２ｈａを作付けしています。

上空から見たほ場整備の状況

大豆の生育状況（平成３０年７月１９日撮影）

大豆新品種「里のほほえみ」
実証ほ現地検討会（平成２９年）

飯崎営農組合の作付状況（H30）

水稲「天のつぶ」

大豆「タチナガハ」

大豆「里のほほえみ」

現在地

「里のほほえみ」 「タチナガハ」 大豆の播種作業の様子



＜高ライスセンター佐々木代表取締役＞ 

②稲・麦・大豆の２年３作体系の取組 

有限会社高ライスセンター 代表取締役 佐々木教喜氏（南相馬市原町区） 

福島県相双農林事務所農業振興普及部 永井華澄技師 

 

  「水稲→小麦→大豆」の２年３作体系で作

付を行っています。大豆の平均収量は約

145kg/10a となっていますが、収量は年に

より波があり、平年では 220kg、うまくい

かない場合は 100kg 程度といった状況です。 

麦の刈取り、ほ場の耕起、大豆の播種作業

は社員総出で同時に行っており、本年は６月

いっぱいまで行っていました。播種が遅くな

ると生育量が足りなくなるので、遅くても７

月はじめには終わらせるようにしています。 

肥料は基肥のみで追肥は行っていませんが、

稲・麦・大豆２年３作体系で地力は保たれて

いると考えています。特に小麦については作

付開始当初の平成 12 年度頃は 400kg/10a 程度でしたが、最近は 560kg/10a と増

加傾向となっています。 

生産物については、大豆はJAを通して卸業者の武陽食品(株)さんに出荷しています。

小麦（品種：きぬあずま）は 30 トンくらいを自社加工して「多珂うどん」として販売

しています。震災前は生産したほぼ全量の 120 トンをうどんに加工していましたが、

風評被害や人が戻らないことによる需要量の減少から、なかなか回復していません。 



平成３０年８月２４日 

福島県相双農林事務所農業振興普及部 

 

東北大豆セミナーin ふくしま 現地調査 

稲・麦・大豆の２年３作体系の取組 

 

１ (有)高ライスセンター 

（１）所 在 地：福島県南相馬市原町区高字阿弥陀前８ 

（２）法人設立：平成１４年３月 

（３）代 表 者：代表取締役 佐々木教喜氏 

（４）構 成 員：社員７名 

 

２ 経営内容 

（１）経営面積（平成２９年度） 

    ①農業生産  水稲（移植）：約１６ha、 

                  水稲（乾田直播）：約３６ha、水稲（湛水直播）：約１９ha 

                  大豆：２９ha、小麦（平成２９年産）：２５ha 

    ②農産加工  「多珂うどんの生産・販売」（年間生産量：約１５t） 

 

（２）作付け体系 

  ①作付体系では「水稲→小麦→大豆」の２年３作体系を確立している。 

  ②大豆は平成１４年度から大麦跡狭畦栽培で作付を開始し、現在は小麦跡作付で約２３haにま

で拡大している。品種は主に「タチナガハ」であり、今年度から「里のほほえみ」の作付け

も開始した。平均収量は約１４５ｋｇ/１０a。 

③水稲直播栽培は平成８年から取組を開始し、平成２９年度約３６haにまで拡大している。乾

田直播のほか、湛水直播では鉄コーティング直播やべんがらモリブデン直播にも取り組んで

おり、各々のほ場条件を考慮し、直播技術のメリットを活かしながら省力的な米生産に取り

組んでいる。 

    ④平成８年から大麦（飼料麦）の作付けを始めた。平成１２年度から小麦へ切り替え始め、平成

２９年産小麦では約２５haにまで拡大している。小麦の収量は、作付開始当初は約４００kg/

１０a であったが、約５６０kg/１０a にまで増加している。品種は現在主に「きぬあずま」

である。 

    ⑤小麦と大豆は水稲用の農業機械が使用できるため、過剰投資の軽減と機械の有効利用に繋げ

ている。ほ場のブロックローテーションを実施している。 

 

 

 



麦跡大豆「タチナガハ」の栽培概要（平成３０年産） 

 

１ 市町村地区：南相馬市原町区高  生産者：(有)高ライスセンター 

 

２ 耕種概要 

（１）品   種：タチナガハ 

（２）土壌の種類：灰色低地土 

（３）ほ場づくり：６月１８日 麦刈取 

６月１９日 耕起 

６月２１日 ほ場周囲に明きょ（排水対策） 

（４）基   肥：６月２１日 ほほえむ４４４ 15kg/10a 

 (N-P-K=2.1-2.1-2.1 kg/10a) 

（５）播 種 日：６月２１日 播種量 7kg/10a、条間 40cm 

（６）雑草防除 ：６月２２日 エコトップ乳剤 

         ７月１９日 大豆バサグラン液剤 

               ポルトフロアブル 

 

３ 生育経過 

 播種日：6/21 出芽期：6/27 ５葉期：7/19 開花期：8/1 

 

 

 

７／１９ ７／２ 



稲・麦・大豆の２年３作体系の取組

○有限会社高ライスセンターでは、南相馬市原町区高地区で、平成１４年度
から水稲→小麦→大豆の２年３作体系を実施しています。

生育状況（７月１９日）

高ライスセンターの作付状況（H30）
【KSASより】

現在地

大豆

水稲（乾田直播）

収穫作業の様子

水稲

大豆

小麦

播種作業の様子
（V溝不耕起播種）

生育状況（７月３日）

収穫作業の様子

播種作業の様子（Ｈ２９）



発行元：東北地域大豆振興協議会事務局

（東北農政局 生産部 生産振興課）

ＴＥＬ：０２２－２６３－１１１１（内４１１２）

・記事や大豆生産振興に関する御質問や御感想など、御自由にお寄せください。

・記事を転載される場合は、御一報ください。

・東北地域大豆振興協議会では大豆に関する情報発信手段としてホームページを

開設しております。アドレスは下記のとおりです。ぜひ御利用ください。

http://www.maff.go.jp/tohoku/seisan/daizu/kyougikai/index.html


